
○ソング
　◦四つのテスト
○ビジター
　◦創立50周年記念事業実行委員長　押田洋平様
　◦次期ガバナー補佐　佐藤健吾様
　◦創立50周年記念事業副幹事　小野武徳様
○スマイルBOX
　◦押田洋平様（本日は私たち東白川RCの50周年記念のご案内に貴重なお時間をいただきまして、ありがとうござい

ます。是非たくさんの会員の皆様のご出席を心より、お待ちしております。熱く激しく皆様と想いを共に！）
　◦佐藤健吾様（本日は例会に出席させていただきありがとうございました。今後共よろしくお願いいたします。）
　◦小野武徳様（本日は創立50周年記念式典そして記念ゴルフ大会のPRにまいりました。しっかりとおもてなしいたし

ますので是非皆様来て下さい。宜しくお願い致します。東白川ロータリークラブでは毎月第一例会は特上うなぎです
ので合わせて遊びに来て下さい。）
　◦金田昇ガバナーエレクト（東白川ロータリー50周年実行委員のみなさまようこそ。記念式典楽しみにしております。

雑誌広報委員会鈴木典雄委員長わかりやすい卓話ありがとうございました。）
　◦藤田龍文会長（本日が押田様、佐藤様、小野様おいで頂き、ありがとうございました。雑誌広報渉外委員長、鈴木

典雄君、卓話ありがとうございました。）
　◦運天直人幹事（東白川RC、押田様佐藤様小野様、よ

うこそ西クラブへ、50周年おめでとうございます。西の40
周年もよろしくお願い致します。また鈴木委員長ごくろう様
でした。）
　◦成井正之会員（今週の大谷スマイル９/20 52号、９

/21 53号です。今日でドジャースはマジック１となりました。
明日は地区優勝になると思います。）
　◦永野文雄会員（東白川クラブ50周年おめでとうござい

ます。御来訪ありがとうございます。記念式典は参加させ
ていただきます。雑誌広報委員会の卓話ありがとうござ
います。）
　◦矢田部錦四郎会員（2025-26年度３大研修セミナー

の開催に向けたお話をさせていただきました。みなさんの
協力を宜しくおねがいします。）
　◦山縣栄寿会員（本日もスマイルありがとうございます。
「スマイル」「スマイル」「スマイル」）

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

創立１９８６年会　長　　藤田　龍文
幹　事　　運天　直人

UNITE
　FOR
　　GOOD

よいことのために手を取りあおう
2025～26年度　国際ロータリー会長メッセージ

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）
　　　　　その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5
（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1870回例会 令和7年9月25日
18：30～19：30 創立40周年

A  出席免除を受けていない正会員数 ５５名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １８名

T  全 正 会 員 数 ７３名

C  Ⓐの出席者数 ２５名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １４名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３９名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６９
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５６.５％

第1870回例会出席状況� （R7年9月25日)
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本日のプログラム

（2）

■会長の時間� 藤田龍文会長
　皆さん、こんばんは。だんだん、ジャケッ
トを来てても暑くなく、秋っぽい気候になっ
てまいりました。涼しい涼しいとどうも感じ
がちなんですが、十数年前の気候でいく
とこれがいつもどおりの普通の気候だと
いうことで、日中は部屋暑くなるんですが

昔どおりのここ10年ぐらい前の気候に戻ったという部分で、こ
こ最近は暑すぎるという気候だったなというのをつくづく感じ
ますし、どうもこの地域で私ども小さい頃、地元の提灯まつり
なんか出てますと、この時期は寒くていられなくて提灯のあ
の灯りと温かさで温まって夜を過ごしたというのを覚えてます
が、ここ10年くらいはもうそれでも暑くて夜こう用意する飲み物
が冷たい物じゃなくちゃ駄目だというようなので、もう気候の温
暖化という部分が少しあるのかなと思っております。それでは、
本日東白川ロータリークラブから3名の方がいらっしゃってい
ただいてますので、後程紹介も兼ねてご挨拶も兼ねていただ
きたいと思います。それでは、先日、ガバナー公式訪問という
ことで73名の会員でガバナーをお迎えして、通常ガバナー公
式訪問の前にクラブ協議会で私どもの一年間の活動計画
を聞いていただいて講評いただいたり、その前には会長幹
事会ということで会長、幹事と次年度の会長、幹事、そしてガ
バナーと地区の役員の方々でお話をいただくんですが、私昔
幹事の時代とか昨年もエレクト時代に会長幹事会に立ち会
わさせていただきましたが、ほぼ初めて年次計画書を開かず
に終わったぐらいとても今年の泉田ガバナーは西ロータリー
のことをとても高評価させていただいております。もちろん、普
段から金田ガバナーエレクトとの関係もあり、西ロータリーのい
ろんな面というのはお耳に入ってるようでありますが、とにかく
西ロータリーは雰囲気が良いと。数だけの勝負、数が多いか
らそのロータリークラブが素晴らしいというのではなく、西ロー
タリーは雰囲気が良いと。例会にこう会場に来ても、いろんな
所でこう見ててもこう年の差を関係なく皆でにこやかに話して
るというのを、とてもとても本当に評価をいただきました。ほとん
ど、もう会長幹事会ですからざっくばらんなフリートークが多
かったんですが、西ロータリーさんにはあんまり言うことはない
と。会員増強も始まってからもう2名入りましたし、女性会員の
比率も徐々に上がってるということで、そういったところでは是
非どんどん牽引していってほしいというのを、とても強く言われ
たのを覚えております。そして、例会に関しましても約70％以
上の出席率ということで、東白川さん今日いらっしゃってます
けど、本当はもっと出席率もっともっといいんですけど、分母が
大きくなってくるとなかなか出席％上げるのとても難しくて、気
持ちは100％目指してはいたんですが、それでも70数％という
ことで、60名弱くらいの会員の方が参加していただいたとい
うことで、皆さん職業奉仕もある中いろいろ時間を工面して
いただいて参加していただいたことを大変感謝しております

し、ガバナーのほうにも西ロータリーの元気の良さと出席率と
かそういった部分を確認できたのかと思っております。秋はい
ろいろセミナーが多くて、職業奉仕セミナーやＲＩのセミナー等
いろいろございますし、先日は青少年交換留学選考会という
のも行われまして、本日緊急理事会開かせていただくその一
つとして、この地域の青少年交換留学の派遣についての議
題ということもありますし、今年40周年ということで記念事業で

「ジロデシラカワ」の時に、今日大竹委員長まだいらっしゃっ
てないんですが、大竹委員長のほうでポリオの募金をとても
強くやるということで、皆さんはこの赤いポリオのＴシャツご覧
になったことあるかと思いますが、金田ガバナーエレクトから
ほぼ会員数Ｔシャツをお一方1枚ぐらいの割合で寄付をいた
だきましたので、いろんなちょっとサイズ感がありますので、後
程お時間のある方はサイズ感はちょっと合わせていただいて、
そのサイズを合わせたのを改めて発注いただけるということ
になっておりますので、金田ガバナーエレクトには皆さんお礼
をしていただければと思います。それでは、東白川さん本年
度創立50周年ということで、私共の西ロータリーよりも10歳お
兄さんで先輩だということですので、まして記念式典の日にち
も私共よりも早いということですので、いろんなとこ勉強させて
いただいて、私どもも10歳年下ではありますが40周年の式典
等にまた参考にさせていただければと思います。本日はよろし
くお願いいたします。

■幹事報告� 運天直人幹事
○泉田ガバナー事務所：2024-25年度地区資金決算報告
書・監査報告書の送付について
○国際ロータリー　台北国際大会　推進チームメンバー　
出村知佳子　：【台北国際大会通信　Vol.３　2025年９月
号】配信

●東白川ロータリークラブ50周年記念事業
　実行委員会委員長� 押田洋平様

　皆様、改めましておばんでございます。
本当に大変貴重なお時間をいただきまし
て、本日はありがとうございます。ごめんな
さい。改めまして、私東白川ロータリークラ
ブの押田と申しまして、今回東白川ロータ
リークラブ創立50周年を迎えるということ

で、その実行委員長を仰せつかっております。どうぞよろしく
お願いいたします。この東白川ロータリークラブ、皆さんお手
元の資料にもあると思うんですが、この50周年という記念式
典、記念講演を1月24日に棚倉の文化センターの「倉美館」
で開催する流れでございます。記念講演がそちらのご案内
にもありますように、盲目のシンガーソングライターの佐藤ひら
りさんという方にお願いしまして、ひらりさんは新潟県三条市
の出身で、武蔵野音楽大総合音楽学科作曲コースを卒業
されまして、生まれつき全盲ということで、5歳の頃電子ピアノ
の自動演奏で流れてきた美空ひばりの「川の流れのように」
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を聞き、音楽に興味を持ったという流れでございます。この澄
み切った歌声がものすごく特徴で、私もユーチューブで聞い
た時にすごくジーンと響いたんですが、一応2013年にニュー
ヨークのアポロシアターで開かれたアマチュア向けのイベン
トに出演し、ホイットニー・ヒューストンのヒット曲を歌いウィーク
リーチャンピオンにも輝いたとのこと。最近では、ご存じのよう
に東京パラリンピックで国家も独唱され、そちら資料にユー
チューブのＱＲコードを記載されてますので、そちらのほうを見
ていただきながらお時間ある時に動画を見ていただいて、何
かこう感じていただけるといいかなと思います。是非、当日1
月24日、来たくなっちゃうんじゃないかと、是非行くぞというふう
になるその歌声になるんじゃないかとそういうふうに思ってま
す。今回実は東白川ロータリークラブ、私実行委員長を仰せ
つかった時に、やっぱり50年と。私は入会してまだ5年か6年
なんですけど、50年という長い歴史を沢山の皆さんにお支え
いただいての50年ということなので、やっぱりそのお支えいた
だいた恩返しをしていき、更には、これから地域を担う若者や
青少年に向けて、その恩を若い世代にもこう送っていくという
テーマで今回、東白川ロータリークラブ50周年というふうに考
えております。実はこのひらりさんの歌声も共に、皆さんと共に
この感謝の気持ち、恩送しをしながら是非今回記念式典と
いうか講演をやっていきたいと思いますので、是非このご会
場にいる会員の皆様、沢山の会員の皆様にご出席をいた
だいてみんなでその思いを共有していきたいと思いますので、
どうぞよろしくお願いしたいと思います。更には、事前に実は
メール等でご案内もあったと思いますが、それに先立って11
月8日にゴルフコンペもあります。私はゴルフはあんまり上手くな
いんだけども、だけども東白川の皆さん、ここにいるお二人な
んかもゴルフ上手ですし、沢山ここにいる皆さんとしっかりとガ
チンコ勝負じゃないですけど、そこで交流を深めながら親睦
を深めながらのゴルフ大会もコンペもやりたいというところもご
ざいますので、そちらのほうも是非参加をお願いしたいという
ふうに思います。よろしくお願いいたします。

●次年度ガバナー補佐� 佐藤健吾様
　白河西クラブの皆さん、おばんでござ
います。東白川ロータリークラブの佐藤健
吾と申します。本日は大変貴重な例会の
時間、お邪魔させていただきまして誠にあ
りがとうございます。そしてまた、日頃より
東白川ロータリークラブが皆様に大変お

世話になってますこと、重ねて感謝申し上げます。1975年、26
名のチャーターメンバーで始まった東白川ロータリークラブの
50年を迎えました。ＲＩの承認のもと気盛んに、この東白川地
域をもっと良くしよう。もっと活力のある地域にしよう。そういう先
人の方々が始まった東白川ロータリークラブがいよいよ50周
年ということで、先程、東白川ロータリークラブの元気印、押田
会員がいろいろご説明していただけたと思うんですが、是非
とも参加していただきたく本日お邪魔させていただきました。よ

ろしくお願いします。そしてまた、わたくしごとになりますけども、
前年度、東白川ロータリークラブより次年度のガバナー補佐と
いうことで推薦をいただきました。パストガバナー補佐会議で
承認をいただきまして、2026‐27年度県南分区ガバナー補佐
予定者として、今勉強させていただいてるところでございま
す。数々のセミナーとか、先日はガバナー補佐の予定者のセ
ミナーと金田エレクトのご指導のもと、各地区の役員の皆様
のご助言をいただきながら、勉強させていただいてるところで
ございます。県南分区8クラブが、地区と金田ガバナーと密に
連携を取ってそれぞれのクラブがそれぞれのロータリーを楽
しめるように微力ですけども尽力させていただければと思い
ます。今後ともいろいろお世話になります。よろしくお願いしま
す。本日はありがとうございました。

●50周年記念事業実行委員会副幹事� 小野武徳様
　改めまして、おばんでございます。白河
西ロータリーの皆さん、ここの会場に来て
まず圧倒されました。東白川ロータリーク
ラブ会員11名ということで、かなり少ない
少人数で頑張ってるクラブなんですけど、
こんなにいるとちょっと緊張しちゃいます。

先程、押田実行委員長、元気のいいご挨拶したので私副幹
事ということで大体、実行委員長よりお話あったと思うんです
けど、西ロータリークラブの会員の皆様に大変日頃より東白川
ロータリークラブも大変お世話になっております。わたくし2021
‐22年度会長でお世話になったんですけど、その時にちょう
ど金田ガバナーエレクト様がガバナー補佐でちょうど来てい
ただいて大変その時も、いろいろ勉強を教えてもらった気が
いたします。白河って大都会でありまして東白川は田舎で、は
るばる1時間かけて来たんですけど、ネオンが光ってて大変
今日帰りたくないななんて押田実行委員長とさっき喋ってたん
ですけど、いや帰んなきゃ駄目だなんて言って、ちょっと淋しい
思いでホテルの部屋空いてんじゃねえかなんていうこと言っ
てたとこなんですけど、まあ今後、東白川ロータリーも20人目
指して会員増強に今力入れてるとこでございますけども、ま
ず50周年式典を大成功させるために皆で力を合わせて11
人で頑張ってる次第でございます。またその前に、雪降る前
に、「棚倉田舎倶楽部」大変コースも良くなっております。そこ
で50周年記念ゴルフ大会ということで、そちらは私ゴルフ大
好きなので実行委員長勝手に手を挙げて、自分でやってん
ですけど、そういう中で、白河西ロータリークラブのゴルフなさ
れる方、皆さん参加していただいて豪華賞品を用意して楽し
いゴルフにしたいと思いますので、皆さんのご参加よろしくお
願いいたします。50周年の式典も先程実行委員長言ったよ
うに大変盛り沢山の内容で素晴らしいものを企画しておりま
すので、最高のおもてなしを出来るように努力してまいります
ので、皆さんご参加いただきますことをお願い申し上げまして、
簡単ではございますが白河西ロータリーの益々のご発展と皆
さんのご健勝をご祈念申し上げまして、一言ご挨拶にさせて
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いただきます。本日はありがとうございます。

■各員会報告
●地区３大ラーニングセミナー委員会� 矢田部錦四郎会員

　皆さん、こんばんは。50周年おめでとう
ございます。一足早くお祝い申し上げま
す。次年度2025‐26年度のロータリー三
大研修の企画運営を担当しました矢田
部と申します。前回、泉田ガバナーが来た
と思うんですけど、この研修は泉田ガバ

ナーの地区役員とか、そういった方 を々前年度に教育して
研修会をおこなったんです。そのメンバーが今、泉田年度を
支えてます。我々は来年金田ガバナーがしっかりと活躍でき
るように、しっかりサポートできるように、ロータリーの研修会を
実施していきます。地区役員、それからガバナー補佐、3回の
セミナーがあります。それをちょっと簡単にここでお話させてい
ただきます。私も初めてその担当になって考えたんです。この
三大研修って何なんだろうと。そして、もう不安になって前回
の浪江の実行委員長にメールを打ちました。どんな組織で
始まったのって言ったら、やっぱり私らも、三大セミナーって何
だってそこから皆で始まったんだということで、ちょっとホッとし
ました。今日は、メッセンジャーに概略の組織とか、この三大
セミナーについてメッセンジャーで送っておきましたけどPDF
ファイルじゃないので、ちょっと見にくい部分もありますが来週
の月曜日に委員会も起ち上げますので、その時に詳しい資
料を差し上げたいと思います。まず一つ目のものとして、地区
の研修会の名前が変わるんです。研修というのをラーニング
になんかするみたいなんです。正式には12月に決まるんです
が、一応新しい研修の名前、これが地区チームラーニングセ
ミナー、会長エレクトラーニングセミナー、それから、クラブリー
ダーシップラーニングセミナーの3つをやっていきます。この3つ
の中で、これはみんなロータリーの中でしっかりこうやり方なん
か定まっている研修なので、一応これでやるようになっていま
す。まずその一つ目の、地区チームラーニングセミナーという
のは当クラブでは2026年2月21日の土曜日「グランドエキシブ
那須白河」で開催の予定になってます。日程、会場も抑えてあ
ります。今年のデータだと171名が研修を受けてます。これは
次年度ガバナー補佐と次年度部門長、次年度地区委員が
就任に備えたもので、ガバナーエレクトが地区のリーダーシッ
プを築き、クラブを支援するようにチームの意欲を高める機会
を提供するためのセミナーが地区チームラーニングセミナー
になってます。この時は金田ガバナーエレクトが国際協議会
のほうに出席して、いろいろと大変な思いで勉強してくるんで
す。そして、帰ってきて初めてそのガバナーエレクトの次年度
へのメッセージを発するすごく我々にとっては始まりの研修会。
ガバナーになる決意と次年度どんな方向性でやっていくかと
いう話がここで聞けますので、是非多くのメンバーに参加して
ほしいと思います。そして、二つ目の研修は会長エレクトラー
ニングセミナー。これはＰＥＬＳといって次年度会長予定者は

出席する。これは義務出席になってると思うんです。これは
会長経験者はみんなここに出てるので大体内容どんなもの
をやるかわかっているんじゃないかと思います。もうこれは義
務出席。絶対出席しないと駄目だというセミナーなんです。そ
れから、三つ目のクラブリーダーシップラーニングセミナーとい
う、今年度飯坂で行われた時に私らもやっぱ会場の準備と
いろんなものを見させていただきました。ここですごく感じたの
は、やはり食事を自分の膝の上こうで食べてる。これはやはり
僕らの時はテーブルで食べさせたいなという部分と、会場の
会員が隣の分科会でもろに聞こえてしまって、なんか声が大
きいほうがなんか委員会しっかりやっているような感じで、非
常にもっといい環境で会をやっていただきたいなと思うものを
感じました。今回は2026年5月17日に、「華の湯」磐梯熱海温
泉です。一応ここを予約してます。今年度は、一応出席者が
約500名です。この辺も多ければ600名くらいになって、いろん
な駐車場の問題もあると思うんですが、この辺も委員会のほ
うで対応していきたいと思います。この年度で、どんな活動方
針でどんな活動をおこなっていくべきかを学び、次年度の活
動に反映してもらう大切なこの研修会なんです。こういったも
のを皆でこれからその3クラブ研修会を、三大研修会を皆で
勉強していきたいということで考えてます。それからＰＥＴＳの
日程をちょっと言うの忘れてたんですけど、ＰＥＴＳは2026年3
月28～29日、一泊二日です。ここは「八幡屋」さん、石川で行
われます。石川ロータリークラブのちょっと手も借りて、このＰＥ
ＴＳを運営していただきたいと思います。簡単に述べさせてい
ただきました。緊急なんですけど、委員会のメンバー来週の月
曜日6時半から当社の「ペイントクラブ」でちょっと会議をやり
たいと思いますので、後でまた出欠のほう出したいと思います
のでよろしくお願いします。

●社会・国際奉仕　R財団補助金管理合同セミナー報告
� 山縣栄寿会員

　9月13日に「ユラックス熱海」で、社会
国際奉仕委員会とロータリー財団委員
会の合同セミナーが行われました。合同
で開催したのは今回が初めてかなと思う
んですけども、参加者は金田ガバナーエ
レクトと支部担当委員ということで、大住

会員、大竹憂子会員、山縣の4名で、その際約140名の参加
でした。あとは地区補助金を今年度活用する支部29市はあ
るんですけども、そこからも参加されました。次第のほうは一
部と二部構成で、一部は社会国際奉仕委員会セミナー担当
ということで約1時間20分で、講演のほうは国際ＮＰＯの「誰
でもヒーロー」の理事長の内山順子さんという方で、テーマが

「セブの貧困からみんなのリーダーを育てる」。二部のほうは
ロータリー財団委員会補助金管理セミナーということで、2時
間ということで、ロータリーの財団とか、申請、承認、覚書書の
提出とかグローバル補助金についてということで、あと最後、
講評でラーニングファシリテーターの佐藤正道さんという方が
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喜多方ロータリーの方です。20分程度お話されてました。内
容については、報告しようかなと思ったんですけど、時間も押
してるので出来れば皆さん白河西のメッセンジャー見ていた
だいて、わたくしのほうで1分間ほどで動画報告していたかと
思いますので、その辺などを参考にしてやっていただければ
なと思います。ただ一つ佐藤正道さんの講評会で言われた
のが、今年度白河西ロータリーの地区補助金の使い方と関
わり方をちょっと注意してほしいと言われまして、補助金をジロ
デの運営資金に全部こうお金を渡しただけではやっぱりよろ
しくないというふうなお話を受けました。最終的に、地区補助
金の活用目的に適合しなくて、監査の時に弾かれて補助金
の返納を求められるということです。じゃあ、どういう参加の仕
方がいいんだということになるんですけども、結局のところは
ロータリーの会員の方が、やっぱりそのジロデの目的に合った
形3つ程あるんですけども、それに合わせた形で何かこう後
押ししていればいいんじゃないかということで、私的に考えた
らなんかジロデのほうから補助員として何人か参加させてく
れないかという形になれば、その目的に適合してるんじゃない
かなということなので、その辺ちょっと一考していただければと
思います。わたくしのほうからは以上です。あと、また最後に出
ます。よろしくお願いします。

■本日のプログラム
●雑誌広報渉外委員会� 鈴木典雄委員長

　皆さん、こんばんは。そして、東白川ロー
タリークラブの皆様、今日はお越しいただ
きありがとうございます。そして、創立50
周年おめでとうございます。ちょっとお聞き
苦しい点も多々あると思いますが、ご容
赦いただければ幸いと存じますのでよろ

しくお願いします。それでは、雑誌広報渉外委員会担当例
会ということで、今日は9月は『ロータリーの友』月間ということ
で、国際ロータリーＲＩから認可した機関雑誌である『ロータ
リーの友』について話していきたいと思います。まず、画面に
映ってる表紙なんですけど、これ今月号9月号の表紙になりま
す。この9月号を元に話していきたいと思います。隣に映って
る歯車マーク、これ後から出てくるのでちょっと気に留めてお
いてください。では、それでは始めていきます。『ロータリーの
友』誕生物語ということで、『ロータリーの友』の創刊したきっ
かけは1952年7月、日本のロータリーが2地区に分割されたこ
とで、分割後もお互いの地区のことを知っていただきたいと
いう思いから翌1月両地区の懸け橋として誕生しました。そ
れ以来、友は日本のロータリアンを結ぶお手伝いをしていま
す。ちなみに、今年の1月で創刊70周年を迎えます。それと、こ
の『ロータリーの友』の由来というのをご存じの方いらっしゃい
ますか。実はこれは『主婦の友』ってあるじゃないですか。そ
こから何かヒントを貰って『ロータリーの友』という流れになっ
たそうです。最初に『ロータリーの友』の機関雑誌ということを
説明しましたが、もうちょっと詳しく説明していきたいと思います。

ロータリアンは国際ロータリーが認可したロータリーの雑誌の
購読の義務があります。なので、『ロータリーの友』を購読する
ことはロータリーの中の三大義務の一つとなっております。皆
さんはもうロータリー歴長いと思うので、残りの二つはなんだ
かわかりますよね。三大義務は例会の出席、会費の納入、そ
して機関雑誌である『ロータリーの友』の購読となっておりま
す。機関雑誌については、今画面に映ってるこれ各それぞ
れの国で出してる機関雑誌なんですけど、上段がアメリカの
本部で出してる『Rotary』。こちらはちなみに発行部数が50
万部です。その隣のオーストラリアの機関誌、こちらは発行が
2万8600部です。下段の左から、こちらはチリの機関雑誌で
4400部の発行です。その隣がノルウェーの機関雑誌でこち
らは4300部。その隣が台湾の機関雑誌で発行部数が2万
2000部。その一番右は皆さんもご存じの日本の『ロータリーの
友』。こちらの発行部数どれぐらいか。こちらは発行部数8万
4000部発行しております。なので、他の国に比べると結構日
本の『ロータリーの友』の発行部数って多いんじゃないかなっ
て思いました。今、各国の機関雑誌で共通してる事は何か
わかりますか。これ本当単純にRotaryというロゴがすべてに
入ってますよね。これがすべてにおいて共通してる事なんで
すが。このRotaryのロゴを機関雑誌に国際ロータリーから機
関雑誌として認定されるには、まずこのRotaryのロゴを入れ
ることがあります。その他にも今画面に映ってる一部ですが
6つの項目が認可を受けるためにあります。一番のＲＩが指定
した記事を掲載すること。こちらはＲＩ会長メッセージや財団
管理委員長メッセージなどのほか、国際大会参加推進の記
事、会長エレクトのＱ＆Ａなど、ＲＩから指定された記事を掲載
しています。②の国際ロータリーの方針を伝えること。こちらは
ＲＩの方針、方向性の理解を深まるような記事を掲載しており
ます。③年に6回以上発行すること。少なくても各号24ページ
以上ということで、日本の場合は月1回発行されてますので年
12回発行してることとなります。④雑誌の内容の50％はロータ
リーに関係した記事であること。⑤読者が印刷媒体か電子
媒体かを選択することができること。6番、ＲＩの資金援助を受
けずに経済的に独立すること。一部でありますがこちらは認
可を受けるのに必要な項目となっております。今日は1番、ＲＩ
が指定した記事を掲載すること。2番、国際ロータリーの方針
を伝えること。⑤読者が印刷媒体か電子媒体かを選択でき
ることについてもうちょっと詳しく説明していきたいと思います。
①の国際ロータリーが指定する記事を掲載するということは、
ロータリーの機関雑誌として国際ロータリーの本部が指定す
る記事を掲載するとなっています。それと同時にロータリアン
はロータリーの雑誌を購読する義務があります。ロータリアン
は本部が指定した記事を読む必要があります。毎月、ＲＩが
掲載する指定する記事には会長メッセージ、財団管理委員
長メッセージ、国際大会の参加推進記事があります。指定記
事には画面にも映ってるとおり、地球儀にＲＩと書いて指定記
事というものが必ず付いてますのでこちらはなるべくなら読ん
でいただきたいと思います。続きまして、国際ロータリーの方
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針を伝えることでロータリーの特別月間に極力合わせた記事
を特集として掲載しているほか、ロータリーの最優先課題で
あるポリオの根絶活動についても掲載しています。ちなみに、
今月は『ロータリーの友』月間ということで、横組みのページに

『ロータリーの友』月間ということで載っておりますので、読ん
でない方は今一度戻ってから読んでみると結構『ロータリー
の友』の活動内容とか、そういったものが載ってますので是
非読んでみてください。続きまして、国際ロータリーの方針を
伝えるということで、ＲＩは近年統一性のあるブランディング構
築を目指しています。この為にはロータリークラブやロータリー
アクターほか、各種ロータリーのプログラムで公式ロゴを正し
く使うことが推奨されてるということで、この今二つの画面を
見ると、駄目なんですよね、このロゴだと。それは何でだかわ
かります。ヒントは一番最初にこの歯車マーク。覚えておいて
ください。今のロータリーの歯車マークは単色になってるんで
すね。これ画面見ると、これ何だろう、二色使いとかなってい
るので、今は単色の画面で見るとちょっと小っちゃいですが、
この歯車マークはこの単色で使うのが正式なロゴとなってお
ります。その正しく使うためにはこちらのマイロータリーの中の
ブランドソースセンターにこのように掲載しておりますので、何
か資料を作る際にはこちらを参考にしていただいて作っても
いいのかなと思います。⑤、電子版で購読もできるということ
で、先程も喋ったんですけど『ロータリーの友』を購読してる
人は印刷媒体か電子媒体を選択することができます。最新
号は毎月1日に更新されます。こちらご覧になった方いらっしゃ
いますか。じゃあ、今この場で見てみましょう。まず、でも見るの
にはＩＤとパスワードが必要になってきますので、白河西クラブ
の場合はＩＤが2530‐01706。パスワードは01706‐251となって
ますので、このパスワードをまずブラウザを起ち上げて何でも
ヤフーでもグーグルでもいいので、それを起ち上げて『ロータ
リーの友』で検索すると、この『ロータリーの友』というホーム
ページが出てきますので、こちらの中の友電子版という所を押
して。すいません、繋がらないのでやめます。すいません。で
すので、ブラウザを起ち上げてロータリーの友と検索してもらう
と、『ロータリーの友』のページが出てきますので、先程言った
ＩＤを入力すると創刊号から最新号まですべて見れるように
なってますので、一度帰って試してみてください。その他の条
件として、7月号にはＲＩから配信される新会長の写真を使う
ことが機関雑誌として決められていますが、今年は皆さんご
存じのとおりＲＩ会長エレクトが直前で辞任されたため、7月号
の表紙には新しい会長の写真を使うことができませんでした
よね。なので、通常は7月号はＲＩ会長の写真を使うことで機
関雑誌に認定されるということです。ロータリーの雑誌の購読
が義務付けられたのは、1977年の規定審議会です。『ロー
タリーの友』がＲＩから公式地域雑誌として承認を受けたの
が1980年なので、この時期に前後してＲＩの情報が掲載する
ようになりました。『ロータリーの友』が国際ロータリーのオフィ
シャルな情報を掲載しつつ、創刊当初の目的である国内の
ロータリアンの情報交換や親睦を深めるような記事の掲載

を続けています。ちなみに、今年度『ロータリーの友』の表紙
はロータリープログラム参加者の皆さんの絵画が表紙となっ
ております。友の特徴として表紙が二つあり、横組み縦組み
で構成されております。それは何故かというと、創刊時はす
べて横書きでした。しかし、俳句を掲載するようになり部分的
に縦書きで掲載するようになりました。その為、横書き縦書き
が混載していましたが、縦書きで掲載する記事も増えたため、
1972年1月から縦書きと横書きに分かれた表紙が二つある
形式になりました。現在は、横組みではＲＩ関連の記事。特集、
ロータリーに関する理解を含める記事を中心に取り上げてい
ます。今年度から、ロータリークラブ地区の活動を紹介する
ロータリー・アットワークを横組みの掲載に変更しました。縦組
みは、読者のエッセイ、俳句など趣味のコーナー、知識が広
がる講演や卓話の趣旨など会員同士で親睦を深めるような
記事を掲載しております。ですが、先程も言ったようにＲＩの指
定記事を読んでこそ会員の購読義務を果たしますので、指
定記事も読むようにしてください。こちら記事を会話のきっか
けに活用するという2年前から出来たコーナーなんですけど、
こちらはロータリークラブでありがちな話や相談などが質問で
寄せられて、それを熟練のロータリアンが答えるような形式を
取っているので、ロータリアン同士でなんか話のきっかけにな
るような記事を書いて掲載しているようです。次に、ご投稿を
お待ちしております。これちょっと注意点だけ説明しますけど、
投稿する際に2024‐25年度から国際ロータリーの方針には
かりお送りいただく原稿、写真に関して著作権、肖像権に関
する同意をいただくことになりました。これを徹底するため、ご
投稿はウェブサイトからお送りくださるようご協力をお願いしま
すということで、著作権と肖像権に関しては厳しくなりましたの
で、投稿する際は気にかけて投稿するようにしてください。最
後になりますが、基本的に『ロータリーの友』はロータリアンの
ための機関情報誌です。横組みのページはＲＩの指定記事、
ロータリーの特別月間の関連記事、特集、地区やクラブの活
動などを掲載しています。縦組みページには、ロータリアンと
個人としての意見や経験談、エッセイ、俳句、短歌、川柳の
投稿、などを掲載しています。会員歴の浅い方やロータリアン
以外の方がお読みになっても、ロータリーの理念や活動がわ
かる内容に編集してあります。同時に、役立つ情報、社会の
話題を取りあげて内容の充実を図った雑誌となっております
ので、改めて今日ちょっとあんまり伝わらなかったかもしれない
ですけど、改めてまた『ロータリーの友』を振り返って読んでみ
ると、もしかするとなんか違った観点で見れるのかもしれない
ので是非お試しください。今日はありがとうございました。


